平成21年度地震防災訓練の訓練概要　（資料3続き）
	想定時間
	①上層階
	②低層階・中層階
	③災害対策本部
	④新宿西口現地本部
	八王子校舎
	エステック情報ビル

	13時30分
地震発生
	緊急地震速報・館内放送による危険回避行動
※エレベータ停止、通常照明消灯・非常照明点灯
	緊急地震速報・館内放送による危険回避行動
※ｴﾚﾍﾞｰﾀ停止、通常照明消灯・非常照明点灯
	－
	－
	緊急地震速報による危険回避行動
	館内放送による危険回避行動

	
	(被害概要)震度7に相当する揺れに伴い、火災・閉じ込め・多数の傷病者が発生
	(被害概要)被害は発生していないが、講義中の学生、図書館・食堂・生協内の学生が混乱
	－
	－
	(被害概要)震度5強程度のため校舎・周辺の被害は軽微
	(被害概要)上層階では火災・多数の傷病者などが発生

	13時35分
	学科等単位での状況把握と発災対応
【防災拠点】
○統括責任者：被害・傷病者情報の把握、各種対応指示
○情報収集担当：被害・傷病者情報の収集、総括責任者の指示伝達、防災センターへの緊急通報、災害対策本部への状況報告(→無線機、緊急通報システム、非常電話)
○記録担当：被害・傷病者情報整理
【各フロア】
○フロア責任者：フロア・各室巡回、初期消火・傷病者救護・閉じ込め救出の指示
○初期消火班：初期消火活動
○応急救護班：傷病者の応急救護
○通報連絡班：情報収集担当へ緊急連絡・状況報告
○避難誘導班：避難経路の確保、障がい者などへの配慮
	指定避難階への避難
【防災拠点】
○統括責任者：講義中教室などの避難状況把握、各種対応指示
○情報収集担当：講義中教室などの避難情報収集、総括責任者の指示伝達、防災センター・災害対策本部への状況報告(→無線機)
【各フロア】
○フロア責任者：フロア・各教室巡回、指定避難階への避難指示
○通報連絡班：情報収集担当へ状況報告(→無線機)
○避難誘導班：避難経路の確保、障がい者への配慮、指定避難階への避難誘導

【指定避難階・教室】
　講演(15分程度)
	災害対策本部の設営・立ち上げ、学内・周辺の状況把握

○本部員参集、本部設営・立ち上げ

○本部長：被害情報等の把握、意思決定、対応指示
○統括：被害情報等の把握、意思決定、対応指示、館内放送（→非常放送：2階）
○防災管理者：自衛消防組織の活動把握、対応指示
○総括班
被害情報担当、周辺情報担当、傷病者・安否情報担当：新宿・八王子校舎の被害・傷病者情報・安否情報、および新宿・八王子地域および広域の被害情報報などの整理、一次集計
エステック情報ビル担当：防災センターとの連絡調整
○記録班：災害対策本部訓練の経過記録
○情報収集班：新宿校舎の情報収集（→無線機、駆けつけ）、八王子校舎・災害対策本部からの情報収集（→災害時優先電話など）、新宿西口・現地本部からの情報収集(→駆けつけ)
○情報システム班：各種システムの管理、システムを利用した情報収集（→緊急地震速報、リアルタイム地震観測システム、緊急通報システム、WebGIS、長距離無線LANなど）
○緊急医療班：1階救護所開設、上層階からの傷病者受入、応急救護講習
○警備室：校舎出入口管理（外来者対応）
○サポートチーム	：訓練支援
	現地本部の設営・立ち上げ
○新宿西口現地本部班、新宿駅周辺防災対策協議会：西口現地本部へ参集、参集状況・役割分担の確認、本部設営
	災害対策本部の設営・立ち上げ、学内・周辺の状況把握
本部員参集、本部設営、本部立ち上げ
○本部長（統括防災管理者）：被害情報等の把握、意思決定、対応指示、新宿校舎への情報連絡（→災害時優先電話など）
○統括：新宿・八王子校舎の被害・傷病者情報・安否情報、および新宿・八王子地域および広域の被害情報報などの整理、集計
○情報収集班：新宿・八王子校舎の被害・傷病者情報・安否情報、および新宿・八王子地域および広域の被害情報報などの収集
○情報システム班：各種システムの管理、システムを利用した情報収集（→緊急地震速報、リアルタイム地震観測システム、WebGIS、長距離無線LANなど）





※15時訓練終了
	テナント単位での発災対応
・人的被害の確認
・従業員の安否確認
・本支店の連絡
・物的被害の確認
・活動方針の決定
・自衛消防組織の役割確認（初期消火班、通報連絡班、救護班の訓練）

	14時00分
	学科等単位での指定避難階への避難
【防災拠点】
○統括責任者：災害対策本部からの指示に基づいた避難指示
○情報収集担当：フロア責任者への指示伝達
○記録担当：（避難誘導支援）
【各フロア】
○フロア責任者：フロアへ避難指示
○初期消火班：（避難誘導支援）
○通報連絡班：（避難誘導支援）
○避難誘導班：指定避難階へ避難誘導、障がい者などへの配慮
○応急救護班：1階救護所へ傷病者搬送
	
	
	状況把握、情報提供
○新宿西口現地本部班、新宿駅周辺防災対策協議会：新宿地域などの情報収集と整理、周辺事業者・駅前滞留者へ情報提供（→駆けつけ、災害時優先電話、防災無線、WebGIS、長距離無線LANなど）









※15時訓練終了
	
	

	
	学科単位での安否・不明者確認
【指定避難階・教室】
○統括責任者：避難状況の把握
○情報収集担当：災害対策本部への避難完了報告（→無線機）、安否確認・不明者確認
○記録担当：安否確認・不明者情報の整理（→学生名簿）
○フロア責任者・初期消火班・通報連絡班・避難誘導班：安否確認・不明者確認
※応急救護班： 1階救護所にて応急救護講習
	
	
	
	

	14時30分
	講演、展示見学、体験型訓練（調整中）
○統括責任者・情報収集担当・記録担当・フロア責任者・初期消火班・通報連絡班・避難誘導班：体験型訓練などの誘導 
【教室】：応急救護講習、講演
【4階廊下】：煙体験
【3階アーバンテックホール】：講演
【1階アトリウム・エステック広場】：応急救護講習、防災資機材の展示・使用訓練、炊き出し、初期消火訓練、起震車体験、仮設トイレ設置訓練、災害活動パネル展示など
【地下1階】：ロープ訓練、AED・心肺蘇生








※終了後、アンケート実施・回収
	学内・周辺の被害全体像把握
○本部長：被害情報等の全体像把握、状況分析
○統括：被害情報等の全体像把握、状況分析、館内放送（→非常放送：2階）
○防災管理者：自衛消防組織の活動把握
○総括班
被害情報担当、周辺情報担当、傷病者・安否情報担当：新宿・八王子校舎の被害・傷病者情報・安否情報、および新宿・八王子地域および広域の被害情報報などの整理、二次集計
エステック情報ビル担当：防災センターとの連絡調整
○記録班：災害対策本部訓練の経過記録
○情報収集班・情報システム班：情報整理、二次集計の支援
○緊急医療班：応急救護講習
○警備室：体験型訓練の安全管理（通行人等対応）
○サポートチーム	：訓練支援
	
	
	火災延焼による全館避難訓練
・避難経路、階段の確認
・健常者は常用EV側
・負傷者・介助者は荷物EV側
・自衛消防組織の役割確認（避難誘導班）

体験型訓練
(新宿校舎へ合流)

	
	
	
	
	
	

	













16時00分
訓練終了
	
	
	希望者は、体験型訓練
	－
	



